芸術家の 協力 

—— 楽壇 新体制に 備 へて- 



1 干 田國士 



一般に 文化の 問題 を考 へます ときに、 私 は 現在の 日 

本の 状態に はま づ 次の やうな 四つの 弱点が 考 へられる 

と 思 ひます。 

まづ 第一 に、 国民生活 のうちに 現代の 文化と して 誇 

るに 足る やうな 要素が 浸潤して ゐ ない ことであります _ 

これが 結局 その 国民生活の 中から、 文学と か、 芸術と 

かその 他 種々 の 文化 機能と いふ ものが 十分に 育ち、 立 

派な 花 をつ け、 実 を 結び 得ない 最大の 原因な ので あり 

ます。 それで は、 国民生活 のうちに、 十分の 文化的 要 

素が 浸潤して ゐ ない 京 因 は 何処に あるの かと 考 へます 



与へ、 さう して 一 つの 新しい 現代の 日本 文化、 国民の 

文化と いふ もの を 築き上げる 力が、 現代の われわれの 

何処かに 欠けて ゐる やうに 思 ひます。 

第二の 弱点 は、 文化 活動の 大部分が、 今日までの 最 

近 数十 年に おきまして は、 殆ど 民間 だけの 手に ゆだね 

ら れてゐ たこと であると 思 ひます。 これが また、 現代 

の 文化の 要素が 国民生活の 中へ 十分に 滲透 しないと い 

ふ、 た、 V いまの 状態の 原因 ともなった のであります。 

部門 部門に よりまして は 国家が 多少の 助成 や 誘導 を 

して ゐ たとい ふこと は 勿論であります が、 しかし、 私 

ども は 決して それだけ では 満足が できない。 もっとも 



は 枚挙に いとまない ほどで あると 思 ひます。 この やう 

な 事情が 一 つの 専門の 文化 部門の 健全な 発展 を 妨げて 

ゐる こと は どれほどで あるかと 考 へます と、 実に 寒心 

に堪 へない のであります。 

以上 列挙し ました やうな 現代 日本の 四つ の 事情 は、 

日本 文化の 今日までの 全く 特殊な 事情であります が、 

特に われわれ がた、 V いま 直面して ゐ ます やうな かう い 

ふ 国家の 運命の 危機に 際しまして は、 この やうな 事情 

をい つまで も その ま、 放置して 置く わけに はま ゐリま 

せぬ。 各個 人が いかに 国民と しての 十分な 覚悟が 出来 

て をり ましても、 現在の このま、 の 状態で は 日本人の 



文化 は 実際 どれほど 国家の 役に立 つかと いふ 危惧 を い 

だかざる を 得ない のであります。 今日 仮に 現在 ある だ 

けの もの をす ベ て 国家に 捧げる ことができ たと 致し ま 

しても、 将来の 日本が 担 ふべき 非常に 大きな 歴史的 使 

命に 応ずる とい ふこと になり ますと、 もはや この 点で 

は、 現在の ま、 の われわれ は 何ら 国家の 役に立つ こと 

がで きないの ではない かとい ふ 心配 を 致して をり ます _ 

日本 全体の 文化 問題 を考 へます 時に、 いつも さっき 



の 四つの 弱点に 思 ひ 至りまして、 各 専門 部門の 水準 を 

引き上げる こと や、 或は これに 新しい 方向 を 与へ ると 

いふ 問題よりも 前に、 取 リ敢ず この 四つの 文化 事情 を 

どうしても 健全な ものと して 解決し なければ ならぬ、 

少く とも その 解決 をつ け 得る 準備 だけで もしなければ 

ならぬ と考 へる 次第であります。 

音楽に ついて 兎や角 申し上げる こと は、 門外漢の 私 

として 甚だ 僭越であります し、 また それだけの 準備 も 

ありませ ぬが、 た、 V 現代の 日本の 芸術 部門のう ちで 特 

に 西洋の 影響 を 受け、 また 西洋の 模倣 を 採り 入れた 芸 

術 部門に おきまして は、 今日の この 大きな 国民 全体の 



と 期待 を も つ て 今日から 準備す る ことができ ると 信じ 
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翼賛 運動 はいふまで もな く 一 つの 国民 運動で ありま 

す。 さう して この 国民の 翼賛 運動に 対して 芸術家 は ど 

うい ふ 風に 協力し なければ ならない かとい ふ 点 を考へ 

てみ ますと、 この 協力 は、 浅薄な 考へ 方に よってな さ 

れる ときには、 かへ つて 日本の 文化の 将来の ために、 

非常な 危機 を もたらす やうな 結果に もなる と 思 ひます。 



た、 V 、今までの 時代に は 幸 ひ、 芸術家の いは、 V わが ま、 

なかう いふ 習癖が 許されて ゐ たのであります。 しかし、 

今日日 本が 全く 新しい 形 を 整へ て 建て直され ると いふ 

時代に は、 さう いふ 習癖 を 身に 附 けた 芸術家 はいろ い 

ろな 点で 窮屈な 思 ひ をし なければ なら なくなりました。 

しかし これ は 芸術 創作の 上で 窮屈な 思 ひ をす るの だと 

いふ やうな 錯覚 を 生じが ち だと 思 ひます が、 これ はい 

ままでの 習癖に よつ て 生れる 文字通りの 錯覚で あり、 

誤解で あらう と 思 ひます。 例へば 今まで 胡 坐 を かいて 

食事す る 癖のあった ものが、 急に 膝 を 揃へ て 食事 をし 

なければ なら なくなつ たと 致します と、 今迄と 同じ 食 



事 をしながら、 味が 変った やうに 思 ひ、 食事 そのもの 

が 非常に 窮屈な ものに なリ、 足 も しびれて 来て 十分に 

御馳走 も 味へ ない とい ふやうな ことに もなる。 もとの 

やうに ちょっと 胡 坐が 組んで みたくなる のであります _ 

私 どもが これから 一 つの 新しい 組織の 中には ひって 

仕事 をし なければ ならない 場合に も、 やはり この 習癖 

の 違った 窮屈 さが 生ずる と 思 ふので あります。 しかし 

かう いふ 窮屈 さに 対して、 自分の 芸術活動が 狭められ 

たと か、 不自由に なった とかい ふやうな 錯覚 を 起さな 

いやう に、 お 互に 心掛けね ばなら ぬと 思 ふので ありま 

す。 現に 私の 如き もさう いふ 覚悟 は 十分 出来て ゐ るつ 



もりで ゐ ながら、 やはり 足が しびれて しゃう がない の 

であります。 また 自分 は 芸術家 だから 組織の 中には ひ 

つて 仕事 をす るの は 嫌 ひだな ど、、 ついう つかり われ 

われ は 口にさへ 出して 云 ふこと があります。 しかし 苦 

しければ 口に 出して しま ふこと も かま はぬ と 思 ひます 

が、 窮屈な 膝 を 暫く 辛抱して 坐って いた y けば、 その 

うちに 自然と 坐る ことに も 慣れて まゐリ ます。 さう し 

て 食事の 味 も 以前と 少しも 変り なく 味へ る やうになる 

と 信ずる のであります。 

また、 どうかす ると、 われわれ 一代のう ちに さう い 

ふ 新しい 習 匱 をす つかり 身に つける こと はでき ないか 



も 知れ ませぬ。 その場合には、 少く とも子 孫に 対して 

新しい 習慣 をつ けさせ やうと する ことが われわれ 国民 

としての 今日の 義務で あると 思 ふので あります。 特に 

音楽の 専門的な 畑で は、 この 新しい 組織 や 習慣が ど ん 

な 風な もので なければ ならない かとい ふ 点に ついては 

今後 忌憚な く 皆様 の > J 経験 や) J 意見 を 聴かせて いただ 

きまして、 れ われ 文化 部の 担当者と して 十分 ご 相談 申 

上げ、 かつ 誠意 ある 御協力 をいた し 度い と 希望す る 次 

第であります。 (昭和 十六 年 五月) 
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